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研究の概要

都市独自のリズムにあった伝統的都市独自のリズムにあった伝統的都市独自のリズムにあった伝統的都市独自のリズムにあった伝統的町並み町並み町並み町並み
の整備方針を考察する。の整備方針を考察する。の整備方針を考察する。の整備方針を考察する。

（町並みをそのまま復元・保存して行くのではなく伝統的建物の出現率（町並みをそのまま復元・保存して行くのではなく伝統的建物の出現率（町並みをそのまま復元・保存して行くのではなく伝統的建物の出現率（町並みをそのまま復元・保存して行くのではなく伝統的建物の出現率
や出現パターンを変えたり、現存する建物の外観を修景することによりや出現パターンを変えたり、現存する建物の外観を修景することによりや出現パターンを変えたり、現存する建物の外観を修景することによりや出現パターンを変えたり、現存する建物の外観を修景することにより
その町並みの伝統的な景観を作り出すための指標を導き、今後の町その町並みの伝統的な景観を作り出すための指標を導き、今後の町その町並みの伝統的な景観を作り出すための指標を導き、今後の町その町並みの伝統的な景観を作り出すための指標を導き、今後の町
並み整備方針を考察する。）並み整備方針を考察する。）並み整備方針を考察する。）並み整備方針を考察する。）

目的



研究のフロー

1,1,1,1,現地調査・資料集め（竹田市）現地調査・資料集め（竹田市）現地調査・資料集め（竹田市）現地調査・資料集め（竹田市）1,1,1,1,現地調査・資料集め（竹田市）現地調査・資料集め（竹田市）現地調査・資料集め（竹田市）現地調査・資料集め（竹田市）

2,2,2,2,伝統的建造物、対象街路の選定伝統的建造物、対象街路の選定伝統的建造物、対象街路の選定伝統的建造物、対象街路の選定2,2,2,2,伝統的建造物、対象街路の選定伝統的建造物、対象街路の選定伝統的建造物、対象街路の選定伝統的建造物、対象街路の選定

3,3,3,3,写真撮影写真撮影写真撮影写真撮影3,3,3,3,写真撮影写真撮影写真撮影写真撮影

4,4,4,4,写真の加工写真の加工写真の加工写真の加工4,4,4,4,写真の加工写真の加工写真の加工写真の加工

6,6,6,6,竹田市における有効な整備方針の導出竹田市における有効な整備方針の導出竹田市における有効な整備方針の導出竹田市における有効な整備方針の導出6,6,6,6,竹田市における有効な整備方針の導出竹田市における有効な整備方針の導出竹田市における有効な整備方針の導出竹田市における有効な整備方針の導出

5,5,5,5,アニメーションの作成アニメーションの作成アニメーションの作成アニメーションの作成5,5,5,5,アニメーションの作成アニメーションの作成アニメーションの作成アニメーションの作成

5.1,5.1,5.1,5.1,出現率と配置を変えて修景出現率と配置を変えて修景出現率と配置を変えて修景出現率と配置を変えて修景5.1,5.1,5.1,5.1,出現率と配置を変えて修景出現率と配置を変えて修景出現率と配置を変えて修景出現率と配置を変えて修景 5.2,5.2,5.2,5.2,ファサード修景ファサード修景ファサード修景ファサード修景5.2,5.2,5.2,5.2,ファサード修景ファサード修景ファサード修景ファサード修景



２､伝統的建造物・対象街路の選定

以上の基準で選んだ伝統的建造物の残存伝統的建造物の残存伝統的建造物の残存伝統的建造物の残存
密度が高い密度が高い密度が高い密度が高い「下本町通り」下本町通り」下本町通り」下本町通り」に決定した。

伝統的建造物

判断基準判断基準判断基準判断基準
・銀鼠系の日本瓦葺
・木造形式
・壁の色は、白・灰色

対象街路の決定



1,集中して配置するパターン

2,均等に配置するパターン

既存の伝統的建造物　　　　配置する伝統的建造物既存の伝統的建造物　　　　配置する伝統的建造物既存の伝統的建造物　　　　配置する伝統的建造物既存の伝統的建造物　　　　配置する伝統的建造物

景観構成要素操作景観構成要素操作景観構成要素操作景観構成要素操作

１､１､１､１､配置・割合変換の修景配置・割合変換の修景配置・割合変換の修景配置・割合変換の修景

割合変換の出現率割合変換の出現率割合変換の出現率割合変換の出現率

10101010～～～～20%20%20%20%，，，，
20202020～～～～30%30%30%30%，，，，
30303030～～～～40%40%40%40%伝統的建造物伝統的建造物伝統的建造物伝統的建造物

の出現率。の出現率。の出現率。の出現率。

・・・・20～～～～30%

・・・・30～～～～40%

現存する伝統的建造物の現存する伝統的建造物の現存する伝統的建造物の現存する伝統的建造物の

・周りに・周りに・周りに・周りに集中集中集中集中して配置して配置して配置して配置

・・・・均等均等均等均等に散らして配置に散らして配置に散らして配置に散らして配置
５５５５パターンパターンパターンパターン

アニメーションのパターンアニメーションのパターンアニメーションのパターンアニメーションのパターン

現状現状現状現状　＋



２、ファサードの修景２、ファサードの修景２、ファサードの修景２、ファサードの修景

・看板修景･･･看板を木目に統一。

・格子修景･･･窓に格子をつける。

・屋根,庇修景･･･屋根を瓦屋根にし庇をつける。

・石畳修景･･･道路を石畳にする。

アニメーションはこれに現状を含めた

５パターンを作成する。

（例）格子の修景

修景前

修景後



CGCGCGCG作成作成作成作成

地図
（Auto CAD）

ポリゴン作成
（3D studio MAX）

テクスチャーをマッピング

（3D studio MAX）



　　　　

　　　　作成したアニメーション「配置・出現率変換５パタ－ン」「配置・出現率変換５パタ－ン」「配置・出現率変換５パタ－ン」「配置・出現率変換５パタ－ン」、
「ファーサード修景５パターン」「ファーサード修景５パターン」「ファーサード修景５パターン」「ファーサード修景５パターン」の画像についてそれぞれ
被験者を用いたＳＤ法による評価実験を実施した。

•被験者：竹田市民被験者：竹田市民被験者：竹田市民被験者：竹田市民45人人人人

•20個の形容詞対と総合評価について個の形容詞対と総合評価について個の形容詞対と総合評価について個の形容詞対と総合評価について7段階で評価段階で評価段階で評価段階で評価

•総合評価は「好ましい－好ましくない」総合評価は「好ましい－好ましくない」総合評価は「好ましい－好ましくない」総合評価は「好ましい－好ましくない」

景観評価



因子分析（配置・出現率）

感覚性 印象性 連帯性
安らぎのある 0.785 0.142 0.161
親しみのある 0.701 0.237 0.154
雰囲気のある 0.648 0.199 0.098
生活感のある 0.628 0.230 0.006
歴史的な 0.532 0.049 0.030
趣がある 0.491 0.413 0.143
軽快な 0.457 0.454 -0.045
身近な 0.362 0.362 0.136
活発な 0.104 0.704 0.193
明るい 0.229 0.693 0.219
にぎやかな 0.265 0.689 0.046
変化のある 0.328 0.596 -0.119
暖かい 0.520 0.532 0.124
魅力的な 0.439 0.460 0.036
静かな -0.071 -0.421 0.388
印象的な 0.034 0.216 0.003
連続した 0.107 0.167 0.712
まとまった 0.104 0.122 0.641
整然とした -0.009 -0.012 0.443
違和 0.098 0.012 0.288

固有値 3.528 3.247 1.567
寄与率（％） 17.638 16.237 7.836
累積寄与率（％ 17.638 33.874 41.710

感覚性

印象性

連帯性

ＳＤ法による評価実験で得られた評価について、因子分析を行う。ＳＤ法による評価実験で得られた評価について、因子分析を行う。ＳＤ法による評価実験で得られた評価について、因子分析を行う。ＳＤ法による評価実験で得られた評価について、因子分析を行う。

現状 集中20～30 集中30～40 均等20～30 均等30～40
感覚性 -0.014 -0.088 0.105 -0.111 0.108
印象性 -0.378 -0.0295 -0.052 0.120 0.339
連帯性 -0.051 -0.173 0.186 -0.021 0.059



重回帰分析（配置・出現率）

目的変数目的変数目的変数目的変数((((Y)Y)Y)Y)：：：：総合評価項目の「好ましい―好ましくない」総合評価項目の「好ましい―好ましくない」総合評価項目の「好ましい―好ましくない」総合評価項目の「好ましい―好ましくない」
説明変数説明変数説明変数説明変数((((X)X)X)X)：：：：因子分析で得られた第１因子～第因子分析で得られた第１因子～第因子分析で得られた第１因子～第因子分析で得られた第１因子～第３３３３因子のサンプル別　因子のサンプル別　因子のサンプル別　因子のサンプル別　
　　　　　　　　　の得点　　　　　　　　　の得点　　　　　　　　　の得点　　　　　　　　　の得点

分析の結果得られた回帰式分析の結果得られた回帰式分析の結果得られた回帰式分析の結果得られた回帰式
Y = 0.373XY = 0.373XY = 0.373XY = 0.373X1 1 1 1 + 0.433X+ 0.433X+ 0.433X+ 0.433X2 2 2 2 + 0.179X+ 0.179X+ 0.179X+ 0.179X3 3 3 3 ---- 0.9650.9650.9650.965

標準偏回帰係数が高いことから、第第第第1111因子因子因子因子((((感覚性感覚性感覚性感覚性))))、、、、
第第第第2222因子因子因子因子((((印象性印象性印象性印象性))))が 好ましいに影響を与えている
ことが分かる。反対に第3因子(連帯性)の影響は小
さいことが分かる。

均等30～40%

ＸＸＸＸ１１１１：感覚性　Ｘ：感覚性　Ｘ：感覚性　Ｘ：感覚性　Ｘ２２２２：印象性　Ｘ：印象性　Ｘ：印象性　Ｘ：印象性　Ｘ３３３３：連帯性：連帯性：連帯性：連帯性

重相関係数Ｒ：重相関係数Ｒ：重相関係数Ｒ：重相関係数Ｒ：0.613　　　　



親近性 情緒性 活動性 連続性 印象製
生活感のある 0.762 0.178 0.202
にぎやかな 0.724 0.27 0.185 0.126
暖かい 0.715 0.278 0.177 0.188 0.166
安らぎのある 0.673 0.467 0.138 0.239
身近な 0.601 0.194 0.502 0.13
軽快な 0.599 0.223 0.155 0.112
親しみのある 0.567 0.469 0.21
整然とした 0.13 0.602 0.346
雰囲気のある 0.371 0.601 0.315
魅力的な 0.51 0.599 0.139 0.157
歴史的な 0.157 0.597 0.167
趣がある 0.166 0.585 0.377 0.139
活発な 0.361 0.134 0.819 0.1
明るい 0.35 0.121 0.798 0.191 0.129
連続した 0.179 0.276 0.257 0.779
まとまった 0.13 0.351 0.215 0.548
違和感がある -0.196 -0.2 0.3
印象的な 0.141 0.742
変化のある 0.437 0.408 0.526

固有値 4.080 2.715 2.374 1.289 1.071
寄与率（％） 21.472 14.292 12.497 6.782 5.634
累積寄与率（％ 21.472 35.764 48.261 55.043 60.677

因子分析（ファサード）

ＳＤ法による評価実験で得られた評価について、因子分析を行う。ＳＤ法による評価実験で得られた評価について、因子分析を行う。ＳＤ法による評価実験で得られた評価について、因子分析を行う。ＳＤ法による評価実験で得られた評価について、因子分析を行う。

印象性

連続性

情緒性

活動性

親近性

看板 格子 現状 屋根・庇 石畳
親近性 -0.403 0.244 0.044 0.276 -0.160
情緒性 -0.387 0.114 -0.098 0.349 0.022
活動性 -0.765 0.280 -0.184 0.460 0.209
連続性 0.153 0.085 0.074 -0.283 -0.029
印象性 -0.191 -0.100 -0.148 0.212 0.227



ＸＸＸＸ１１１１：親近性　Ｘ：親近性　Ｘ：親近性　Ｘ：親近性　Ｘ２２２２：情緒性　Ｘ：情緒性　Ｘ：情緒性　Ｘ：情緒性　Ｘ３３３３：活動性　Ｘ：活動性　Ｘ：活動性　Ｘ：活動性　Ｘ４４４４：連続性　Ｘ：連続性　Ｘ：連続性　Ｘ：連続性　Ｘ５５５５：印象性：印象性：印象性：印象性

重相関係数　Ｒ：重相関係数　Ｒ：重相関係数　Ｒ：重相関係数　Ｒ：0.794　　　　

重回帰分析（ファサード）重回帰分析（ファサード）重回帰分析（ファサード）重回帰分析（ファサード）

目的変数目的変数目的変数目的変数((((Y)Y)Y)Y)：：：：総合評価項目の「好ましい―好ましくない」総合評価項目の「好ましい―好ましくない」総合評価項目の「好ましい―好ましくない」総合評価項目の「好ましい―好ましくない」
説明変数説明変数説明変数説明変数((((X)X)X)X)：：：：因子分析で得られた第１因子～第因子分析で得られた第１因子～第因子分析で得られた第１因子～第因子分析で得られた第１因子～第5555因子のサンプル別の　因子のサンプル別の　因子のサンプル別の　因子のサンプル別の　
　　　　　　　　　得点　　　　　　　　　得点　　　　　　　　　得点　　　　　　　　　得点

分析の結果得られた回帰式分析の結果得られた回帰式分析の結果得られた回帰式分析の結果得られた回帰式
Y Y Y Y ＝＝＝＝ 0.613X0.613X0.613X0.613X1111 + 0.608X+ 0.608X+ 0.608X+ 0.608X2 2 2 2 + 0.283X+ 0.283X+ 0.283X+ 0.283X3333 + 0.261X+ 0.261X+ 0.261X+ 0.261X4444 + 0.137X+ 0.137X+ 0.137X+ 0.137X5555 ---- 0.8550.8550.8550.855

標準偏回帰係数が高いことから、標準偏回帰係数が高いことから、標準偏回帰係数が高いことから、標準偏回帰係数が高いことから、第第第第1111因子因子因子因子((((親近性親近性親近性親近性))))、、、、
第第第第2222因子因子因子因子((((情緒性情緒性情緒性情緒性))))が好ましいに影響を与えていることが好ましいに影響を与えていることが好ましいに影響を与えていることが好ましいに影響を与えていること
が分かる。その他の因子についてはあまり好ましいが分かる。その他の因子についてはあまり好ましいが分かる。その他の因子についてはあまり好ましいが分かる。その他の因子についてはあまり好ましい
にさほど影響を与えてないと言える。にさほど影響を与えてないと言える。にさほど影響を与えてないと言える。にさほど影響を与えてないと言える。



集中配置・均等配置集中配置・均等配置集中配置・均等配置集中配置・均等配置　 　
　　総合的に好ましい修景方法は、「感覚性」「印象性」がともに高かった　　総合的に好ましい修景方法は、「感覚性」「印象性」がともに高かった　　総合的に好ましい修景方法は、「感覚性」「印象性」がともに高かった　　総合的に好ましい修景方法は、「感覚性」「印象性」がともに高かった

　　　　　　　　均等配置均等配置均等配置均等配置の方だと推測できる。の方だと推測できる。の方だと推測できる。の方だと推測できる。

出現率出現率出現率出現率 　　　　　　　　　　　　配置に関係なく割合が高いもの割合が高いもの割合が高いもの割合が高いものが好ましいと言える。

考察（配置・出現率）考察（配置・出現率）考察（配置・出現率）考察（配置・出現率）

考察（ファサード）考察（ファサード）考察（ファサード）考察（ファサード）

•看板看板看板看板　　　竹田市における看板については現状のまま現状のまま現状のまま現状のままが好ましいと言える
•格子　　　格子　　　格子　　　格子　　　好ましい修景方法だとは言い難い。

•屋根・庇屋根・庇屋根・庇屋根・庇　竹田市における最も好ましい最も好ましい最も好ましい最も好ましい修景方法だと言える。
•石畳　石畳　石畳　石畳　　　好ましい修景方法だとは言えない。



竹田らしい修景・整備方法竹田らしい修景・整備方法竹田らしい修景・整備方法竹田らしい修景・整備方法

総括総括総括総括

•　　配置・出現率では、できるだけ多くの建て替えを行い、　　
　　均等に配置をすることが望しい。

•　ファサード修景においては屋根を勾配にしたり庇をつけた
　　修景が最も竹田らしい修景・整備方法だといえる。


